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エクスターンシップのエクスターンシップの意義意義についてについて

� 若年層人材がつねに存在し、職業的な世代交代が継続しない限り、

あらゆる経済社会単位、あらゆる産業セクターは持続できないというあらゆる経済社会単位、あらゆる産業セクターは持続できないという

ことをアプリオリな前提とするならば、地域経済社会とりわけ農林漁

業セクターこそ、若年層人材の継続的な確保と育成が必須である。業セクターこそ、若年層人材の継続的な確保と育成が必須である。

� 大都市企業セクターは、生産拠点や人材を移動させることで事業継

続を図ることができるが、農林漁業セクターは当然ながら「土地」や続を図ることができるが、農林漁業セクターは当然ながら「土地」や

「自然環境」や「地域協働関係」などが、事業の永続性を担保するう

えで必須となる。えで必須となる。

� 世代交代や、地元若年層による補完という「自然な」仕組みも、すで

に質量ともに限界に至っており、したがって農林漁業セクターこそ、

次世代人材の獲得を戦略の中心に据えるべきである。
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エクスターンシップの展望エクスターンシップの展望

� この国には、企業セクターが、約50年にわたる戦略投資を継続した

ことで発展し、定着した「新卒就職・採用の社会システム」と「若年層ことで発展し、定着した「新卒就職・採用の社会システム」と「若年層

人材市場」がある。そして、次世代の職業選択が社会の世代交代を

決定づけ、次の経済社会を構築していく原動力になっている。決定づけ、次の経済社会を構築していく原動力になっている。

� いま求められているのは、企業セクターと大都市が主導・支配する

若年層人材市場から「戦略的な人材還流」へのパラダイム転換、す若年層人材市場から「戦略的な人材還流」へのパラダイム転換、す

なわち職業教育・職業開発を大きな回路として、若年層人材の地

域・地方への還流を促す仕組みをつくることである。域・地方への還流を促す仕組みをつくることである。

� 具体的には、地域経済セクターと次世代職業教育・職業開発の結

合を図ることである。合を図ることである。
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探求すべきテーマ探求すべきテーマ

人口密集地であり、情報と産業と人口密集地であり、情報と産業と

娯楽施設の集積地でもある大都市娯楽施設の集積地でもある大都市

圏で生まれ育った学生が、

もし地方での就職を選択するとし

たら、その動機は何なのか？たら、その動機は何なのか？
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なぜ、早期・地域滞在型インターンシップか？なぜ、早期・地域滞在型インターンシップか？

魚津という場魚津という場
所との出会い所との出会い

魚津という魚津という
「まち」が好「まち」が好

魚津を知人・魚津を知人・
友人に紹介し友人に紹介し

所との出会い所との出会い
「まち」が好「まち」が好
きになるきになる

友人に紹介し友人に紹介し
たくなるたくなる

魚津の魅力魚津の魅力学生にとって学生にとって
魚津との関係魚津との関係 魚津の魅力魚津の魅力

を発信するを発信する

学生にとって学生にとって
魚津が特別な魚津が特別な
場所になる場所になる

魚津との関係魚津との関係
密度が高まる密度が高まる

魚津で暮らし魚津で暮らし 魚津で生計魚津で生計魚津で暮らし魚津で暮らし
てみたいといてみたいとい
う意識が芽生う意識が芽生
えるのか？えるのか？

魚津で生計魚津で生計
を立てる道を立てる道
を探るを探る

エクスターンエクスターン
シップ経験がシップ経験が
具体化する具体化する
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内省的思考とアイデンティティの形成内省的思考とアイデンティティの形成

日常における内的世界日常における内的世界[[客我客我]] 気づきを得た内的世界気づきを得た内的世界[[主我主我]]

自動的自動的
（行動）（行動）

主体的主体的
行動行動

規則的規則的
（行動）（行動）

常識的常識的
（行動）（行動） 内省的内省的 積極的積極的創造的創造的（行動）（行動）（行動）（行動） 内省的内省的

思考思考
積極的積極的
行動行動

創造的創造的
発想発想

習慣的習慣的
（行動）（行動）

無意識無意識
（行動）（行動）

革新的革新的
（行動）（行動）（行動）（行動）

発想発想

WLS研究所 7エクスターンシップの意義について



社会イノベーションをデザインする社会イノベーションをデザインする

いきるいきるいきるいきる

これからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからのこれからの

「「「「いきるいきるいきるいきる」」」」・・・・「「「「はたらくはたらくはたらくはたらく」」」」・・・・「「「「くらすくらすくらすくらす」」」」「「「「いきるいきるいきるいきる」」」」・・・・「「「「はたらくはたらくはたらくはたらく」」」」・・・・「「「「くらすくらすくらすくらす」」」」「「「「いきるいきるいきるいきる」」」」・・・・「「「「はたらくはたらくはたらくはたらく」」」」・・・・「「「「くらすくらすくらすくらす」」」」「「「「いきるいきるいきるいきる」」」」・・・・「「「「はたらくはたらくはたらくはたらく」」」」・・・・「「「「くらすくらすくらすくらす」」」」

をををを再考再考再考再考するするするするをををを再考再考再考再考するするするする

はたらくはたらくくらすくらす

をををを再考再考再考再考するするするするをををを再考再考再考再考するするするする

くらすくらす
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注目すべき話題（国連注目すべき話題（国連SDGsSDGs））SDGsSDGs
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地方就労を意識した学生の地方就労を意識した学生の
視線の先にあるもの視線の先にあるもの視線の先にあるもの視線の先にあるもの
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第一次産業を核とする第一次産業を核とするCSVCSV
[Creating Shared Value][Creating Shared Value][Creating Shared Value][Creating Shared Value]

大切なことは共通の目的をもって協働できる地域基盤づくり大切なことは共通の目的をもって協働できる地域基盤づくり
パートナーシップと有機的なパートナーシップと有機的な繫繫がりを理解することが大切。がりを理解することが大切。

地場産業地場産業
企業企業

食食

基礎自治体基礎自治体

エネルギーエネルギー

公共交通公共交通

祭祭

病院病院

商店街商店街

エネルギーエネルギー

ケアケア
社会実験社会実験

診療所診療所

各種組合各種組合

学校学校
地域商社地域商社NPONPO
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「まちづくり」と結びの原理「まちづくり」と結びの原理「まちづくり」と結びの原理「まちづくり」と結びの原理

個人個人
自然自然

自然自然 自然自然

個人個人
自然自然

自然自然

SBSB＆＆CBCB 自然自然

企業企業行政行政

SBSB＆＆CBCB

自然自然
自然自然

企業企業行政行政
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補足：補足：魚津市の紹介魚津市の紹介

魚津エクスターンシップ魚津エクスターンシップ関連情報関連情報

補足：補足：魚津市の紹介魚津市の紹介
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標高

２，４００ｍ

水深

１，０００ｍ２，４００ｍ １，０００ｍ
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魚津市観光協会公式サイト（http://www.uozu-kanko.jp/）より引用 (2017年6月16日アクセス）魚津市観光協会公式サイト（http://www.uozu-kanko.jp/）より引用 (2017年6月16日アクセス）
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魚津市観光協会公式サイト（http://www.uozu-kanko.jp）より引用 (2017年6月16日アクセス）魚津市観光協会公式サイト（http://www.uozu-kanko.jp）より引用 (2017年6月16日アクセス）
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• 地域産業界のリーダー育成を目的として産（地
元企業）学（富山大）官（魚津市）金（地元金融機
関）が連携して開催。関）が連携して開催。

• “地元企業の跡取り”の方などを塾生とし、地域
を学び、地域資源の活用や環境保全をビジネスを学び、地域資源の活用や環境保全をビジネス
として成立させるコミュニティビジネスを育成。

魚津三太郎塾Webサイト

http://www.acc.u-toyama.ac.jp/santaro/index.htmlhttp://www.acc.u-toyama.ac.jp/santaro/index.html
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富山県魚津市青島63-1富山県魚津市青島63-1

公式サイト http://tuji-waku.com/ (2017年6月14日アクセス）公式サイト http://tuji-waku.com/ (2017年6月14日アクセス）
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魚津エクスターンシップ魚津エクスターンシップ20172017魚津エクスターンシップ魚津エクスターンシップ20172017
～プログラムとバックアップ体制について～～プログラムとバックアップ体制について～

一般社団法人一般社団法人 JAJA共済総合研究所共済総合研究所JAJA
明治大学社会イノベーション・デザイン研究所明治大学社会イノベーション・デザイン研究所
シダックス総合研究所＆シダックスグループシダックス総合研究所＆シダックスグループ
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魚津エクスターンシップ魚津エクスターンシップ20172017のプログラムのプログラム

区分 時間 ８月１日（火） 時間 ８月２日（水） ８月３日（木） ８月４日（金） ８月５日（土） ８月６日（日） 時間 ８月７日（月）

7:00 朝食

朝食・休憩 8:00

～ グループワーク

7:00

～

9:00

発表会場へ移動
午

前

企業訪問

（1社目）

企業訪問

（3社目）

共通体験

プログラム

（農業体験）

グループワーク グループワーク
10:45

成果発表会

～

10:00

グループワーク9:00

9:00

～

12:00

9:00

～

15:00

東京出発

バス移動

（東京→魚津）

途中昼食

（1社目） （3社目）
（農業体験）

昼食

10:45

～

12:30

成果発表会

修了式

12:30 フェアウェル

12:00

12:00

～

13:00

15:30

～

17:30

オリエンテーション

午

後 14:00

～

17:00

グループワーク

12:30

～

15:00
パーティー

表彰式

グループワーク

共通体験

プログラム

(水族館、博物館)

企業訪問

（2社目）

企業訪問

（4社目）

17:30

18:00

～

19:00
夕食

18:00

～

19:00

19:00 19:00 共通体験 共通体験
夜

夕食 15:00

～

21:00

魚津出発

バス移動

（魚津→東京）

途中夕食
19:00

～

21:00

グループワーク

19:00

～

21:00

グループワーク グループワーク

共通体験

プログラム

（たてもん祭り）

グループワーク

共通体験

プログラム

（蝶六踊り）

21:00

～ 風呂・休憩
21:00

～

夜

間

風呂・休憩
23:00 23:00
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•• 主主 催：催： 富山県魚津市富山県魚津市•• 主主 催：催： 富山県魚津市富山県魚津市

•• 運運 営：営： 一般社団法人ＪＡ共済総合研究所一般社団法人ＪＡ共済総合研究所

明治大学社会イノベーション・デザイン研究所明治大学社会イノベーション・デザイン研究所

シダックス総合研究所・シダックス総合研究所・WLSWLS研究所研究所

•• 協協 力：力： 魚津三太郎塾魚津三太郎塾 （講師協力）（講師協力）

ＪＡうおづ女性部ＪＡうおづ女性部 （朝食・夕食の提供）（朝食・夕食の提供）

大新東株式会社大新東株式会社

株式会社伊藤園株式会社伊藤園株式会社伊藤園株式会社伊藤園

株式会社ニチレイフーズ株式会社ニチレイフーズ

マルコメ株式会社マルコメ株式会社マルコメ株式会社マルコメ株式会社
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